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2024年 4月 13 日 

さわやかな快晴の青空のもと、おつかれさまです。5 番ゲート、24 名の参加です。ごみ袋は 15

と多く秋山さんが伐採したセンダンの枝と合わせ、軽トラック 1台分ありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.有明浜の清掃活動 

集合写真 

受付 何を捕まえたのかな？ 
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5 月 11日 

ホースパーク近くの降り口付近から、有明浜へ行き清掃しました、20 名の参加です。清掃の後

は場所を移動して、海浜植物の観察会を行いました。（詳細は 6ページをご覧ください） 
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6 月 8日 

7 番ゲート付近、16名の参加です。かがわ里海づくりのノボリも立っています（かがわ里海づく

りパートナーの詳細は 15ページをご覧ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 宮本商店 
観音寺市港町 2丁目 

 25-4141 

広告 
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寄稿 久保静江さん 

公立高校の国語の教員で、現在は丸亀高校通信制

に勤務しております。前任校で「探究」という教科

の主任をしたことをきっかけに、「大人にこそ『探

究』が必要だ」との思いから「海洋ゴミ」の問題に

取り組もうと決め、2022年からフェイスブックの会

「観音寺市海岸・河川清掃の会」を主宰し、月に 1 

度豊浜町の和田浜の海岸清掃をしております。 

瀬戸内海で発生したプラスチックゴミは、回収し

なければ瀬戸内海を回遊し、一部は外洋へと出て、

様々な動物の命を奪います。首にビニール袋が絡ま

ったウミガメや、胃から大量のビニール袋が出たク

ジラの話を耳にしたことはありませんか？また、マイクロプラスチックの人体への影響も看過でき

ない問題です。 

この問題を解決するには、プラスチックに囲まれた私たちの生活のシステム全般を改善する必要

がありますが、個人の力では届かないため、まずは海岸清掃でプラスチックゴミを回収することか

ら始めようと考えました。 

◆ 

和田浜は、地形や潮流の関係からか、観音寺市の他の海岸とは比べ物にならないほど大量の海ゴ

ミが漂着します。フェイスブックの会は少しずつ認知度を高め、今では 70 名を超える会員がいま

す。全員が毎回活動に参加するわけではなく、毎回 20名程度の人が参加してくれます。 

しかし、参加者の 8 割が観音寺市外からの参加者であることから、「もっと観音寺市民にこの活

動を知ってもらい、参加してもらいたい」と考え、3月に市民活動団体登録をするべく市役所を訪

れ、窓口に置かれてあったパンフレットから、「有明浜の海浜植物とアサギマダラ飛翔会」の存在

を知り、興味を覚えました。 

◆ 

また、時は前後しますが、2年前、観一の同窓

会で偶然三好優子さんと席が隣になり、互いに

「こうすれば観音寺市がもっと良くなるのでは

ないか」と意見交換をして、「観音寺市のために

活動する団体が横のつながりを持てば各々の活

動が活性化して地域の魅力となるのではないか」

という思いに至り、4月のフジバカマ一株オーナ

ーのイベントに参加させてもらったのが入会の

きっかけです。 

4月の海岸清掃に参加させていただき、海浜植

物について学んだ後ホームの和田浜を訪れると、

それまでもあったはずなのに無知のため目に入らなかったコウボウムギやハマエンドウなど、有明

浜と類似する植生が広がっていることに気が付きました。 

今後も海浜植物について学び、和田浜を人が訪れる里海にしたいと思っています。また、こうし

た活動が観音寺市の地域活性化につながることを願っています。 

2.【観音寺市海岸・河川清掃の会】の紹介 
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2024年 5月 11 日 

有明浜清掃の後に行いました。毎年、同様な時期

に観察会・花見会を行っています。ここでは、ア

ツバスミレがたくさん花を咲かせていました。銭

形砂絵の周囲に自生していて、海辺の環境 (強風

や砂地による乾燥)に対応するかのように葉は厚

く艶があります。 

太平洋側に分布し、千葉県から鹿児島県に自生が

確認されています。有明浜では 4月下旬から咲き

始めます。有明浜のアツバスミレは薄紫色が主だ

がやや白っぽい紫も見かける。 

下記写真の撮影日は 2023年 4月 10日のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハマウツボ

は香川県内

では有明浜

だけに自生

が確認され

ています。

絶滅危惧Ⅰ

類に指定さ

れ て い ま

す。葉緑素

を持たず、キク科のカワラヨ

モギなどに寄生することが

多い。 

葉は退化し小さくりん片状

に茎につき、株の全体を軟ら

かい毛がおおう。 

 
左右の写真撮影日は 2021年 5月のものです。 

3.有明浜の海浜植物観察会 

銭形でのアツバスミレの観察（5 月 11 日） 

ハマウツボの観察（5 月 11 日） 



7 

 

 

2024年 6月 21 日 

伊吹島の児童生徒と交流授業を行いました。持っていった苗は、金時草（きんじそう）、フジバ

カマ白花及び赤花、ヒヨドリバナ、フジバカマ原種です。 

有明浜の海浜植物とアサギマダラ飛翔会より、高橋さん・庄司さん・太田さん・篠原先生の 4名

が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プランターに植え付けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

金時草を植え付けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4.伊吹島での学校連携 
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植え付けの後は水やりをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観音寺市立伊吹小学校 大森校長より、お礼と児童たちの作文が送られてきましたので紹介しま

す。 
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 が ん ば っ た 植 え つ け  

         四 年  岩 田  陽 菜 子  

 六 月 二 十 一 日 に フ ジ バ カ マ の 植 え つ け を し  

ま し た 。 教 え て く れ た の は 去 年 来 て く だ さ っ

た 方 た ち で し た 。 フ ジ バ カ マ の 植 え つ け は と

て も む ず か し か っ た け れ ど 楽 し か っ た で す 。

こ の べ ん き ょ う で 知 っ た こ と は 、 三 年 で か れ

て し ま う フ ジ バ カ マ も あ れ ば 、 す ぐ に び ょ う

き に な っ て し ま う フ ジ バ カ マ も あ る と い う こ

と で す 。 だ か ら び ょ き に な ら ず 長 く さ か せ る

た め に 水 や り や か ん さ つ を み ん な で 協 力 し た

り 助 け 合 っ た り し な が ら 育 て て い き た い な と

思 い ま し た 。 そ れ に ア サ ギ マ ダ ラ が と ん で 来

て く れ る 数 が へ っ て い る と 聞 い た の で 、 自 分

た ち が 植 え た フ ジ バ カ マ に た く さ ん の ア サ ギ

マ ダ ラ が 来 て く れ る と い い な と 思 い ま し た 。

今 日 は フ ジ バ カ マ や ア サ ギ マ ダ ラ の こ と を た

く さ ん 教 え て く だ さ っ て 本 当 に あ り が と う ご

ざ い ま し た 。 来 年 も 伊 吹 小 学 校 に ぜ ひ 来 て く

だ さ い 。 楽 し み に ま っ て い ま す 。  
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 フ ジ バ カ マ を 植 え て 分 か っ た 事  

          六 年  合 田  千 広  

 今 日 、 フ ジ バ カ マ 飛 翔 会 の 方 々 が 来 て く れ

ま し た 。 ぼ く が 植 え て い る 時 に 学 ん で 分 か っ

た こ と が 二 つ あ り ま す 。  

 一 つ め は 、 フ ジ バ カ マ は 中 国 か ら 輸 入 し て

そ れ か ら 、 日 本 全 国 に 広 が っ て い る こ と が 分

か り ま し た 。 そ れ に 、 金 時 草 が 花 を 咲 か せ た

時 に 、 強 い に お い が す る と 聞 い て ぼ く は お ど

ろ き ま し た 。  

 二 つ め は 、 フ ジ バ カ マ は 品 種 改 良 さ れ て い

る こ と で す 。 病 気 に な る と 葉 が 白 く な っ て し

ま う こ と が わ か り ま し た 。  

こ の よ う に フ ジ バ カ マ に は 飛 翔 会 の み な さ

ん の お か げ で 詳 し く 知 る こ と が で き ま し た 。

金 時 草 に は 少 し だ け 独 特 な に お い が し て す ご

く く さ い こ と が 分 か り ま し た 。  

今 回 は フ ジ バ カ マ や 金 時 草 を 教 え て く だ さ

り あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
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フ ジ バ カ マ の 植 え つ け で 分 か っ た こ と  

          六 年  岩 田  蒼 大  

 今 日 フ ジ バ カ マ 飛 翔 会 の み な さ ん に フ ジ バ

カ マ の 植 え 方 を 教 え て も ら い ま し た 。 そ の 中

で ぼ く が 分 か っ た こ と は 、 二 つ あ り ま す 。   

 一 つ め は 、 フ ジ バ カ マ の に お い で す 。 フ ジ

バ カ マ の に お い は 、 甘 い 香 り で し た 。 植 え て

い る 最 中 に も そ の 香 り が し て 幸 せ な 気 持 ち に

な り ま し た 。  

 二 つ め は 、 金 時 草 の に お い が く さ い 事 で す  

金 時 草 か ら は 、 鼻 を さ す よ う な 、 強 い 香 り が

し ま し た 。 し か し 、 ぼ く は 、 そ の に お い が 好

き で し た 。  

 こ の よ う に 、 フ ジ バ カ マ の 植 え つ け で 分 か

っ た こ と は 、 た く さ ん あ り ま す 。 み ん な で 植

え つ け た 、 フ ジ バ カ マ や 金 時 草 を 大 切 に 育 て

て い き た い で す 。 こ の 先 、 金 時 草 の に お い が

も っ と 強 く な る の が 楽 し み で す 。  
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2024年 4月 6日 

木之郷 フジバカマ園では快晴のもと、オーナー様によるフジバカマ苗の植え付けを行いまし

た。例年より 1週間遅れましたが、後方の千尋神社の桜もそれに合わせて満開です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱心に説明する太田さん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.フジバカマ園 オーナー様による植え付け作業 
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広告 
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有明浜の海浜植物とアサギマダラ飛翔会は「かがわ里海づくりパートナー」に登録されました。 

里海づくりとは、水産資源だけでなく、景観、憩いの場、食文化、観光など多くの恵みを享受でき

る「豊かな海」を目指して、人の手を適度に加えて海域・陸域を一体的に管理する手法です。 

 

里海づくりでは、多様な主体の参画のもと、施策を個別に捉えるのではなく、山・川・里（ま

ち）・海のつながりを考えながら、総合的な施策展開を図ります。 

香川県では、全域が瀬戸内海の流域であることや、県土がコンパクトで人の暮らしと海が近い

という特徴を生かして、県下全域を対象とした里海づくりを県民の皆さんや関係者と連携・協働

しながら進めていきます。 

 

海浜植物の保全活動  

海浜植物が健全に生育できるように、その生態につ

いての調査を行い、人や車に踏み倒されないような呼

びかけなどを行う活動です。 

海岸の植生を守ることは、海辺の生態系や生物多様

性を守ることにつながり、生き物が多く生息する海を

つくります。 

自然のなかで生き物に触れて、関心を持つことは、生

き物のすみかである海辺の環境を守る気持ちにもつな

がります。 

ビーチクリーン活動 

ボランティアなどにより、ごみが漂着している海岸の清掃に取組む活動です。 海岸に漂着した

海ごみを拾うことで、海の中のごみも減り、美しく、生き物の住みやすい海をつくります。 海岸

のプラスチックごみを破片化する前に回収することは、マイクロプラスチックの発生を抑えるこ

とにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かがわ里海づくりロゴマーク 

 

 

【文章は、かがわ里海ガイドブックより引用】 

【文章は、香川県ホームページより引用】 

6.かがわ里海づくりパートナー 
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今回はタイトゴメです、和名は高知県の柏島の方言から大唐米に由来します。香川県絶滅危惧Ⅰ類

に指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.有明浜の海浜植物シリーズ【第 6回】 

タイトゴメは有明浜の公園内に絶滅したと

思っていましたが、わずかに自生が確認され

ました。タイトゴメは日陰を好み水を必要と

します。自生地の横に水路があり、それが好

条件として育成につながったものと思いま

す。大切に見守りましょう。 

ホームページ 

だより 13号は広報誌編集委員が作成しました。 

2024 年 8 月発行 

 

茎は多肉質で長くはって多く分枝する。先は側枝と共に斜

上して密に葉をつける。（一部、原色植物図鑑より引用） 


